
まちの話題 森林セラピー事業を中心に　札幌国際大学と協定を結ぶ

ホテルフォレスター　営業を中止し休館中です

特　集 高額医療・高額介護合算療養費制度

今月の表紙　　親子・大人木工教室 ～ 木の温もりを活かした手作りミニチェアー製作に挑戦 ～

温故知新
快適な視力を取り戻す

沼沢 浅井　サツ さん



11
月
６
日
、
高
台
町
自
治
会
（
星
屋
好
春
会
長
）

で
、
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
、
町
の
職
員
や
消
防
関

係
者
ら
40
人
が
高
栄
団
地
集
会
所
に
参
集
。
同
自

治
会
は
平
成
19
年
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立
。
当

日
は
、
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
炊
事
訓
練
、

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
避
難
訓
練
で
は
、
事
前

に
周
知
し
た
こ
と
も
あ
り
、
避
難
の
呼
び
か
け
の

前
に
集
会
所
に
集
ま
る
事
態
も
あ
っ
た
も
の
の
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
炊

事
訓
練
で
は
、
つ
べ
つ
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
包
装

袋
で
米
を
炊
く
方
法
で
非
常
食
作
り
に
挑
戦
。
消

火
訓
練
で
は
消

防
職
員
に
よ
る

消
火
器
の
取
扱

方
法
の
説
明
を

受
け
た
後
、
一

人
ず
つ
実
践
を

行
い
ま
し
た
。

最
後
は
炊
き
上

が
っ
た
ご
飯
で

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
て
訓
練

を
終
了
し
ま
し

た
。

災
害
時
の
救
援
体
制
を
確
か
め
る

高
台
町
自
治
会
で
防
災
訓
練

木
育
ラ
ン
ド
in
つ
べ
つ

木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！

今
年
も
11
月
の
１
ヶ
月
間
に
わ
た

り
、
趣
味
や
文
化
活
動
に
取
り
組
む

町
民
の
人
た
ち
が
、
日
頃
の
練
習
成

果
を
披
露
す
る
「
町
民
文
化
祭
」
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
６
日
の
絵
画
展
か
ら
始
ま

り
、
15
日
に
は
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、

こ
の
日
に
む
け
て
練
習
し
て
き
た
踊

り
や
歌
、
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
や
演
奏
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
20
日
か
ら
の

２
日
間
は
総
合
展
示
、
22
日
に
は
昨

年
に
引
き
続
き
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
交

信
が
行
わ
れ
多
く
の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

町
民
文
化
祭
が
開
催

10
月
24
日
、
25
日
、
27
日
の
３
日
間
、

北
海
道
の
主
催
に
よ
る
「
木
育
ラ
ン
ド

in
つ
べ
つ
」
が
道
立
津
別
21
世
紀
の

森
・
森
林
学
習
展
示
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
木
育
（
も
く
い
く
）」
は
、
北
海
道

が
平
成
16
年
度
か
ら
使
っ
て
い
る
新
し

い
言
葉
で
、
子
供
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
人
が
「
木
と
ふ
れ
あ
い
、
木
に

学
び
、
木
と
生
き
る
」
取
り
組
み
で
す
。

い
つ
も
森
林
学
習
展
示
館
に
あ
る
お

も
ち
ゃ
に
加
え
て
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
木

の
プ
ラ
ザ
（
北
見
市
）」
や
「
ち
ゃ
ち

ゃ
ワ
ー
ル
ド
（
遠
軽
町
）」、「
果
夢
林
の

館
（
北
見
市
）」
か
ら
い
ろ
ん
な
木
の

お
も
ち
ゃ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

11
月
５
日
、
６
日
の
両
日
、
津
別
町
林
業
研
修

会
館
で
「
家
庭
介
護
教
室
」（
津
別
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
は
、
津
別
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
ち
い
の
園
の
土
井
ゆ
か
り
栄
養
士
を
講
師
に
、

食
事
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
必
要
性
、
高
齢
者

向
け
の
味
付
け
や
調
理
の
工
夫
、『
と
ろ
み
』
を

つ
け
る
方
法
を
実
践
し
ま
し
た
。

第
２
日
目
は
、
北
見
市
の
歯
科
衛
生
士
、
柳
原

光
代
さ
ん
を
講
師
に
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
た
め
の

介
護
方
法
、

口
腔
ケ
ア
な

ど
に
つ
い
て

学
び
、
自
分

の
美
容
、
健

康
に
も
参
考

と
な
る
話
が

た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
が
参
加
し
ま
し
た

上里の森の中にたたずむ「森の健康館 ホテル フ

ォレスター」が、指定管理者の撤退で、11月１日

より営業ができなくなったことから、日帰り入浴

を含む、すべての営業を中止し休館しています。

ご利用をいただいていたお客様には、ご不便を

おかけしていますが、森の中でゆっくりとくつろ

いでもらうことを目指した施設は、町内唯一の温

泉保養施設であり、町の観光拠点ですので、新た

な運営先の確保を進め、営業再開に向けて努力し

ています。ご理解をお願い致します。

11
月
４
日
、
林
業
研
修
会
館
、
集

会
室
で
、
新
分
野
進
出
・
経
営
多
角

化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
美
幌
・
津
別
地

域
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援

協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
副
会
長
、
佐
藤
多
一
町
長

の
挨
拶
後
、
㈱
興
和
総
合
研
究
所
代

表
取
締
役
大
和
田
善
男
さ
ん
を
講
師

に
事
業
主
が
新
分
野
の
進
出
、
経
営

多
角
化
を
進
め
る
た
め
の
各
種
支
援

制
度
等
の
説
明
と
、
新
分
野
進
出
へ

の
方
向
づ
け
、
進
出
事
例
を
紹
介
す

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
新
分
野
へ
の
進
出
、

参
入
、
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

新
分
野
進
出
、
経
営
多
角
化

支
援
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
！

ホテル フォレスター

営業を中止し休館中です

11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
津
別
町
中

央
公
民
館
で
、
町
の
発
展
や
振
興
に
尽

く
さ
れ
た
方
の
功
労
者
、
善
行
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
自
治
、
消
防
、
善
行
で
功

績
の
あ
っ
た
７
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
受
賞
者
は
、
広
報
つ
べ
つ
11
月
号
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。）

功
労
者
、
善
行
者
に
は
、
佐
藤
多
一

町
長
か
ら
一
人
ず
つ
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
自
治
功
労
者
の
小
田
島
利
英
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
精
励
努
力
し
、
一

層
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
豊
か
な
津
別

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の
発
展
、
振
興
に
寄
与

功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

11
月
12
日
、
札
幌
国
際
大
学
に
お
い
て
、「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
中
心
と
し
た
地
域
観
光
振
興
の

協
働
に
関
す
る
津
別
町
と
札
幌
国
際
大
学
と
の
協

定
書
」
が
、
佐
藤
多
一
町
長
と
村
山
紀
昭
学
長
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
同
大
学
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ

き
、
津
別
町
が
進
め
て
い
る
「
自
然
を
生
か
し
た

『
癒
し
の
空
間
』
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
人
材
育
成
、
観
光
Ｐ

Ｒ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

相
互
に
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
協
定
（
期
間

３
年
間
）
で
、
今
後
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の

認
証
を
目
指
し
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
中
心
に

札
幌
国
際
大
学
と
協
定
を
結
ぶ



住民税非課税世帯

67万円（89万円）

126万円（169万円）

56万円（75万円）

34万円（45万円）

67万円（89万円）

19万円（25万円）

後期高齢者医療

＋　介護保険

31万円（41万円）

一　　　　　　　般

国保か健保＋介護保険

（70～74歳未満の方がいる世帯）

区分1

国保か健保＋介護保険

（70歳未満の方がいる世帯）

現 役 並 み 所 得 者

区分2

区　　　　　　　分

●「高額介護合算療養費」の申請について
国民健康保険や後期高齢者医療制度、その他の健康保険に加入している世帯で「お医者さんにかかったときの

自己負担額」と、「介護保険のサービスを利用したときの利用者負担額」の１年分の自己負担額を合算した金額

が、「介護合算算定基準額（下表）」を超えると、超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

支給額は、医療制度と介護保険で支払った自己負担額の割合に応じて、それぞれの保険者から支払われ、同一

世帯でも、国民健康保険や後期高齢者医療制度など、加入している健康保険が異なる場合は別々に計算します。

合算する期間は、毎年８月からその翌年の７月末までの医療保険と介護保険の自己負担額の合計をもとに計算

します。

ただし、平成20年４月から制度が開始されたため、平成20年度に限り、平成20年４月から平成21年７月末の

16ヶ月間の合計額で計算することができます。その場合の自己負担額の合計の基準額は、（ ）内の金額です。

●基準額

※医療制度又は介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

※支給額が、500円未満の場合は支給されません。

※所得区分は、毎年７月31日現在の窓口負担割合が適用されます。

・現役並み所得者：住民税の課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と同じ世帯にいる

加入者（被保険者）の方です。

・住民税非課税世帯

区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税である方に適用されます。

区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方に適用されます。

・世帯全員が所得０円かつ公的年金受給額80万円以下の方

・老齢福祉年金を受給されている方

後期高齢者医療

国民健康保険
津別町役場保健福祉課　† 0152－76－2151
国民健康保険担当　　　⑥番窓口　内線　228・229

介 護 保 険
津別町役場保健福祉課　† 0152－76－2151
介護保険担当　　　　　⑧番窓口　内線　230

津別町役場保健福祉課　† 0152－76－2151
後期高齢者医療担当　　⑥番窓口　内線　228・229

北海道後期高齢者医療広域連合　† 011－290－5601

●問い合わせ先

高額医療・高額介護合算療養費制度

平
成
19
年
か
ら
開
催
し
、
本
年
で
第
３
回
目

と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
、
11
月
２

日
の
本
町
、
幸
町
自
治
会
を
最
初
に
12
月
11
日

ま
で
、
佐
藤
多
一
町
長
と
役
場
の
地
域
担
当
連

絡
員
が
出
席
し
、
町
内
25
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
①
町
道
の
整
備
計
画
、

②
自
治
会
（
地
域
）
要
望
の
回
答
、
③
ホ
テ
ル

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
３
点
に
絞
り
説
明
、
地
域
住

民
と
率
直
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の

参
考
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

11
月
16
日
、
津
別
町
商
工
会
館
で
、

津
別
町
商
工
会
、
津
別
町
役
場
管
理

職
会
、
大
東
新
聞
販
売
店
の
共
催
で
、

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
の
渡
部

幸
一
さ
ん
を
講
師
に
「
日
経
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
催
さ
れ
、
33
名
の
受
講
が

あ
り
ま
し
た
。

現
代
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
を
理

解
し
、「
経
済
記
事
を
読
み
こ
な
す

た
め
の
実
践
的
・
日
経
活
用
方
法
」

を
テ
ー
マ
に
、
分
か
り
や
す
く
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
世
界
経
済
の
状
況
、

意
義
、
影
響
、
そ
の
他
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
熱
心
に
聞
き
入
り
、
経
済

情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

11
月
８
日
、
津
別
町
林
業
研
修
会

館
・
集
会
室
で
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
13

団
体
が
加
盟
す
る
津
別
町
体
育
協
会

（
鹿
中
順
一
会
長
）
主
催
の
、
平
成
21

年
度
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
・
優
秀
賞
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
、
小
学
校
か
ら

相
撲
を
始
め
、
全
道
大
会
に
お
い
て
上

位
入
賞
、
高
校
、
大
学
及
び
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
も
国
民
体
育
大
会
に
北
海

道
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
る
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
白
尾
聡
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀

賞
は
、
１
団
体
、
８
個
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

日
頃
か
ら
の
頑
張
り
が
成
績
に

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
・
優
秀
賞
表
彰
式

日
経
セ
ミ
ナ
ー

経
済
情
勢
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す

≪申請手続き≫
支給の対象となる方へは、12月下旬に申請手続きのご案内をいたします。

ただし、平成20年４月から平成21年７月の間に75歳以上で町外から転入された方や75歳に到達された方等の場合、

以前の医療保険や介護保険での自己負担額証明書とともに下記後期高齢者医療担当窓口への申請が、平成20年４月から

平成21年７月の間に他町村の国民健康保険または他の医療保険に加入されていた方は以前の医療保険や介護保険での自

己負担額証明書とともに下記国民健康保険担当窓口への申請が必要です。

詳しくは、加入されている医療保険の窓口、介護保険の窓口に問い合わせください。

11
月
１
日
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
」
に

出
演
し
て
19
年
目
を
迎
え
、
現
在
ま
で
に
４
５
０

０
品
を
超
え
る
料
理
を
紹
介
し
て
い
る
星
澤
幸
子

さ
ん
が
、
中
央
公
民
館
で
「
食
は
夢
の
か
け
橋
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
（
網
走
中
部
地
区
Ｐ
Ｔ
A
主

催
）
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約

３
５
０
人
の
参
加
者
が
星
澤
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー

ク
や
食
に
関
連
し
た
漢
字
の
意
味
の
講
演
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。
中
で
も
「
皿
・
血
・
人
」
の
話
の

中
で
は
「『
血
』
と
い
う
字
の
一
画
目
は
箸
と
考
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
講
演
に
は
、
開

場
か
ら
は
う
な
ず
く
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

星
澤
さ
ん
は
最
後
に
「
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ

と
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
」

と
開
場
の
参
加
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

「
食
」
か
ら
考
え
る
命
の
尊
さ

星
澤
幸
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会



北
海
道
の
中
央
南
部
、
胆
振
支
庁
管

内
の
豊
浦
町
で
生
ま
れ
た
浅
井
さ
ん
。

「
父
親
は
、
商
家
（
商
売
を
し
て
生
計

を
営
む
家
）
で
し
た
が
、
父
親
の
弟
が

本
岐
に
い
て
、
そ
れ
を
頼
っ
て
津
別
町

へ
来
て
、
農
業
を
始
め
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

昭
和
９
年
、
結
婚
し
沼
沢
へ
。

当
時
の
道
路
は
「
道
ら
し
い
道
も
な

く
、
馬
車
の
跡
だ
け
が
あ
っ
て
、
真
ん

中
に
は
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
靴
は

な
く
、
下
駄
を
履
い
て
い
ま
し
た
」
と

話
す
。

「
結
婚
し
来
た
と
き
は
、
10
人
家
族
で
、

近
く
に
隠
居
し
た
祖
父
母
が
い
ま
し
た

の
で
、
12
人
の
大
家
族
で
し
た
」
と
昔

を
懐
か
し
む
。

「
２
年
前
か
ら
だ
ん
だ
ん
目
が
見
え
な

く
な
っ
て
、
外
出
が
出
来
な
く
な
り
、

足
の
膝
も
悪
く
な
り
ま
し
た
」。

平
成
21
年
７
月
、
北
見
赤
十
字
病
院

で
、
白
内
障
の
手
術
を
受
け
る
。

「
お
か
げ
さ
ん
で
手
術
も
成
功
し
、
息

子
は
眼
鏡
が
な
い
と
読
む
こ
と
や
書
く

が
こ
と
で
き
な
い
が
、
私
は
眼
鏡
な
し

で
、
本
や
新
聞
を
読
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
快
適
な
視
力
を
取
り
戻
し

た
嬉
し
さ
を
、
笑
い
な
が
ら
語
る
。

私
は
「
若
い
と
き
か
ら
書
く
こ
と
や

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
も
の
や
、
簡
単
な
こ
と
を
日

記
に
書
い
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
な
る
た
け
家
族
に
世
話
を
か
け
な
い

よ
う
に
、
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
し
て

い
ま
す
よ
」
と
語
る
。

「
難
し
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
洗
濯

や
入
浴
も
一
人
で
し
て
い
ま
す
が
、
入

浴
は
私
が
上
が
る
ま
で
、
家
族
は
心
配

の
よ
う
で
す
。
自
分
で
食
べ
る
も
の
は
、

台
所
に
立
ち
自
分
で
料
理
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

私
が
「
自
由
に
生
き
ら
れ
る
の
も
、

家
族
の
理
解
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
思
い
や
り
の
心
で
し
ょ
う
か
」
と

話
さ
れ
た
。

雪
が
降
り
、
足
の
膝
が
悪
い
た
め
、

毎
週
月
曜
日
の
津
別
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
年
齢
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
な

い
、
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
、
受

け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

特
定
健
診
は
、
40
歳
か
ら
75
歳
未
満

の
方
を
対
象
に
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
が
実
施
し
て
い
る
健
診
で
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣
病
（
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
な
ど
）
な
ど

を
早
い
段
階
で
見
つ
け
て
、
改
善
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

<

特
定
健
診
を
受
け
る
と
こ
ん
な

に
お
得
！>

①
健
康
で
お
得
！

生
活
習
慣
病
は
進
行
す
る
ま
で
自
覚

症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
早

期
発
見
に
は
健
診
受
診
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
早
く
に
対
処
す
れ
ば
大
半
の

生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
ま
す
。

②
保
健
指
導
が
つ
い
て
お
得
！

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
改
善

効
果
が
得
ら
れ
そ
う
な
方
を
対
象
に
、

医
師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
健
康
の
プ
ロ
が
保
健
指
導
を
行
い

ま
す
。
異
常
が
あ
っ
て
も
対
処
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

③
家
計
に
お
得
！

病
気
に
な
っ
た
ら
医
療
費
が
か
か
り

ま
す
。
重
い
病
気
な
ら
仕
事
に
も
影

響
し
、
快
適
な
生
活
を
送
る
の
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
発

病
す
る
と
、
健
康
に
も
家
計
に
も
高

く
つ
き
ま
す
。

④
医
療
費
が
抑
え
ら
れ
て
お
得
！

特
定
健
診
を
活
用
し
て
生
活
習
慣
の

改
善
で
病
気
を
予
防
で
き
れ
ば
、
国

民
医
療
費
の
増
加
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
、
特

定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
目
標
を
満

た
さ
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
、
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
へ
の
支
援
金
が
増
加
し
、
結
果

と
し
て
保
険
税
（
料
）
が
上
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
健
康
長
寿
で
お
得
！

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
病
、

糖
尿
病
の
合
併
症
で
あ
る
失
明
、
腎

不
全
な
ど
の
原
因
は
動
脈
硬
化
で
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
動
脈
硬
化

を
抑
え
ら
れ
れ
ば
生
涯
健
康
で
快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

<

今
年
度
最
後
の
町
の
健
診
の
申

し
込
み
が
始
ま
り
ま
す>

健

診

日

１
月
28
日
（
木
）

場
　
　
所

中
央
公
民
館

時
　
　
間

７
時
〜

申
込
期
間

12
月
14
日
〜
　

申

込

先

下
記
グ
ル
ー
プ
ま
で

あさい　さつ　さん／大正２年６月、豊浦町で生まれる／96歳
／沼沢在住

さ
ん

快
適
な
視
力
を
取
り
戻
す

浅
井
　
サ
ツ

【380】

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申
告
、

納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
電
子
証
明
書
（
役
場
住
民
窓
口
係
で
電
子
証
明

書
を
記
録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
発
行
に

は
２
千
円
か
か
り
ま
す
。）
を
取
得
し
、
電
子
証

明
書
を
読
み
込
む
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

（
電
気
店
等
で
３
千
円
程
度
）
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

②
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号
等

を
取
得
す
る
（
開
始
届
出
書
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
、
利
用
者
識
別
番
号
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
行
さ
れ
ま
す
。）

③
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期
登
録
・
そ
の

ま
ま
申
告
デ
ー
タ
ー
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ

送
信
し
電
子
申
告
を
終
了
し
ま
す
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
申
告
を
す
る
と
、

５
千
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
と
し
平

成
21
年
分
又
は
平
成
22
年
分
の
い
ず
れ
か
一
回
）

の
税
額
控
除
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整
が
済
ん
だ

方
で
も
こ
の
税
額
控
除
の
み
の
申
告
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。（
こ
れ
ら
の
書
類
は

申
告
者
が
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
e
｜

T
a
x
）
の
ご
利
用
を

お問い合わせ　　健康医療グループ †76－2151 内線231・232

今
回
、
お
話
し
を
伺
っ
た
の
は
消
防
に

勤
務
し
て
、
２
年
目
を
迎
え
て
い
る
中
村

さ
ん
。
出
身
は
空
知
管
内
に
あ
る
南
幌
町
。

「
津
別
は
南
幌
よ
り
大
き
い
町
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
」
と
初
め
て
津
別
に
訪
れ
た
時
の

印
象
を
語
り
ま
す
。

小
、
中
学
校
と
地
元
の
学
校
へ
通
い
、

高
校
は
隣
町
の
栗
山
高
校
へ
進
学
。
そ
の

後
、
恵
庭
市
の
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
専
門
学
校
の
救
急
救
命
士
学
科
を
専
攻
。

卒
業
後
は
、
道
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

経
験
を
積
ん
だ
後
、
津
別
消
防
署
へ
勤
務
。

消
防
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
伺
う

と
「
小
さ
い
頃
か
ら
の
憧
れ
で
す
。
幼
い

頃
に
消
防
車
と
か
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
た
気
持
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

す
ね
」
と
話
す
。
初
め
て
の
救
急
出
動
で

は
「
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
、
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
当
時

の
心
境
を
語
る
。

時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
町
内
の

野
球
チ
ー
ム
で
野
球
を
楽
し
ん
だ
り
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
楽
し
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
「
時

間
が
あ
れ
ば
、
車
で
北
海
道
一
周
と
か
日

本
列
島
一
周
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
だ
っ
た
消
防
士
！

中
村
　
　
勝
吉
　
さ
ん

なかむら　かつよし さん／昭和57年４月生まれ／

南幌町出身／津別消防署に勤務／新町

年
に
一
度
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

イータックスホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp



次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
幼

児
・
一
般
（
高
校
生
含
む
）
は
当

日
申
し
込
み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
大
会

１
月
30
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

津
別
小
学
校
前
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
大
会

２
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

ス
キ
ー
大
会
当
日
に
は
、
元
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
川
端
絵
美
さ

ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中

で
す
。
参
加
取
り
ま
と
め
は
、
各

学
校
を
通
じ
て
ち
ら
し
を
配
布
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　
社
会
教
育
課

†
76
｜
２
７
１
３

今
年
で
創
立
１
２
０
周
年
を
迎

え
た
網
走
地

方
気
象
台
に

よ
る
記
念
講

演
と
パ
ネ
ル

展
が
次
の
通

り
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
開
催
日

12
月
５
日
（
土
）

■
開
催
場
所

オ
ホ
ー
ツ
ク
・
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
（
エ
コ
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０
）

■
催
事
内
容

○
パ
ネ
ル
展
（
１
階
展
示
室
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
00
分

・
観
測
機
器
の
展
示
や
網
走
地
方

気
象
台
の
歴
史
や
気
象
の
パ
ネ

ル
展

○
講
演
会
（
２
階
大
会
議
室
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
開
場
　
午
後
１
時
00
分
）

講
師
及
び
演
題

・
青
田
昌
秋
（
北
海
道
立
オ
ホ
ー

ツ
ク
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
勢
力

の
長
期
変
動
」

・
山
内
博
行
（
網
走
地
方
気
象
台

長
）

・
「
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
そ
の

影
響
」

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台

総
務
課

†
０
１
５
２
｜
44
｜
６
８
９
１

日
　
時

12
月
22
日
（
火
）

午
後
２
時
20
分
〜

午
後
３
時
10
分

場
　
所

津
別
高
校
体
育
館

当
日
は
、
高
校
の
全
校
集
会
に

て
報
告
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

一
般
町
民
に
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

時
間
の
許
す
方
は
是
非
、
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
社

会
教
育
課
　
†
76
｜

２
７
１
３

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

通
信
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

生
涯
学
習
通
信
講
座

（
全
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
）

募
集
期
間

通
年
申
込
受
付

問
い
合
わ
せ
先

・
N
H
K
学
園

†
０
４
２
｜
５
７
２
｜
３
１
５
１

・
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

†
０
１
２
０
｜
06
｜
８
８
８
１

10
月
27
日
（
火
）
実
施
分
の
３
歳

児
健
診
の
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

新
谷
　
太
陽
く
ん
　
（
木
樋
）

村
田
　
　
爽
ち
ゃ
ん
（
共
和
）

松
平
　
　
綾
ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

河
本
　
胡
夏
ち
ゃ
ん
（
布
川
）

武
藤
　
真
沙
ち
ゃ
ん
（
東
２
条
）

泉
　
　
桃
子
ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

柏
葉
　
幸
音
ち
ゃ
ん
（
布
川
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
　
内
線
２
４
３

す
い
む
カ
ー
ド
を
回
収
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は
中
央

公
民
館
ま
で
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　

社
会
教
育
課
　
†
76
｜
２
７
１
３

５
年
に
１
度
、
全
国
一
斉
に
農

林
業
や
農
山
村
の
実
態
を
調
べ
、

国
や
地
方
の
農
林
業
施
策
の
企

画
・
推
進
に
活
用
さ
れ
る
統
計
調

査
が
平
成
22
年
２
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
調
査
し
た
内
容
は
、
統

計
資
料
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に

使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
本
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
　
内
線
２
４
３

◎自転車盗難事件発生！

10月中、美幌町内において自転車盗難が２件発生し

ており、いずれも無施錠のまま駐輪していたところを

被害に遭っています。

◎侵入窃盗事件発生！

10月中、美幌町内の一般住宅において、無施錠の窓

から忍び込み、現金を盗む窃盗事件が発生しています。

◎「灯油盗難」「タイヤ盗難」にご注意ください！

これからの季節、灯油や冬タイヤの盗難が増加する

おそれがあります。屋外に灯油のホームタンクを設置

している方、道路から見える場所にポリタンクを保管

している方は、ホームタンクの蓋をカギ付のものへ換

えたり、ポリタンクの取っ手にチェーンを掛けたりと、

盗難防止策をお願いいたします。タイヤの保管してい

る物置や納屋の戸締り、施錠も忘れずに行いましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

タ
イ
ヤ
の
交
換
、
点
検
は

お
済
み
で
す
か
？

住民生活

グループ

†７６－２１５１

気
が
つ
け
ば
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
僅
か
。
雪
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
、
冬
型
の
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。

冬
タ
イ
ヤ
の
交
換
、
点
検
は
お
済

み
で
す
か
？
タ
イ
ヤ
の
使
用
期
限
は

約
３
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

ヤ
が
磨
り
減
っ
て
い
な
く
て
も
、
長

年
使
用
し
た
り
、
直
射
日
光
に
当
た

り
続
け
た
タ
イ
ヤ
は
、
ゴ
ム
が
劣
化

し
て
路
面
を
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
の
交
換
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冬
季
は
良

好
な
視
界
の
確
保
も
大
切
で
す
。
窓

ガ
ラ
ス
が
凍
結
し
た
ま
ま
走
行
す
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
窓
ガ
ラ

ス
カ
バ
ー
を
か
け
た
り
、
車
庫
に
入

れ
る
な
ど
し
て
窓
の
凍
結
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
凍
結
防
止
効
果
の
あ
る
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
や
は
っ

水
コ
ー
ト
剤
を
利
用
す
る
の
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
路
面
状
況
・
天
候
の

変
化
に
合
わ
せ
た
安
全
運
転
が
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
歩
行
者
も
運

転
者
も
み
ん
な
で
冬
道
の
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

12月は、国民健康保険税 第7期

町道民税第４期の納付月です　　

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認して

ください。

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

納期限は12月28日（月）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

●対象者　初心者及びスケートリンクを１周する

ことができない小学生

●日　時　平成22年1月12日～1月14日（3日間）

午前10時00分～午前11時30分

●場　所　津別小学校スケートリンク

●参加料　保険料600円　

●締切日 12月25日（金）まで

●申込先　中央公民館社会教育課 † 76－ 2713

す
い
む
カ
ー
ド
の
返
却
を
お

願
い
し
ま
す

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
統
計

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

http://www.meti.go.jp/statistics/

少年少女スケート教室に参加しよう！

冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
ご
案
内

網
走
地
方
気
象
台
か
ら
の

お
知
ら
せ

預金保険制度とは、金融機関が預金保険料を預金保

険機構に支払い、万が一、金融機関が破たんした場合

に、一定額の預金等を保護するための保険制度です。

預金取扱金融機関が破たんした場合は、「無利息・要

求払い・決済サービスを提供できること」という３要

件を備えた決済用預金が全額保護となるほか、その他

の預金保険対象預金（利息のつく普通預金や定期預金

など）は定額（1000万円までの元本とその利息）保護

されます。

制度概要については、金融庁及び預金保険機構ホー

ムページに掲載されておりますのでご覧ください。

預 金 保 険 制 度 の お 知 ら せ

○金融庁ホームページ　

http://www.fsa.go.jp/policy/payoff/index.html

○預金保険機構ホームページ　http://www.dic.go.jp/

問い合わせ先 北海道財務局　総務部　財務広報相談官

†011－709－2311

津
別
町
青
少
年
海
外
研
修

報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

N
H
K
学
園
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！



■対象者 1989（平成元）年４月２日生まれ～

1990（平成２）年４月１日生まれの方

■日　時 平成22年１月10日（日）

■受　付 午後１時　　　■開　式 午後１時30分　

■場　所 津別町中央公民館　講堂　

■申込先 10月末現在で町内に住民票のない方のみ

必要です。

【12月11日（金）までに中央公民館社会教育課へ申し

込みください。】

問い合わせ先 中央公民館社会教育課 † 76－ 2713

１：利用期間 １月５日～３月11日

２：利用時間（リフト運行時間）

・スキー連盟などの夜間事業が行われる日は午後９

時まで運行します。

（利用者の方は時間を厳守願います）

問い合わせ先 中央公民館社会教育課　†76－2713

お互い譲り合い、楽しく利用しましょう！

12月22日（火）～12月31日（木）

問い合わせ先　津別消防署 † 76－2189

あわただしい年の瀬が近づいています。火災を無

くすため、防火のチェックを今一度お願いします。

全国統一標語

「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

◎歳末火災防止運動期間

12月22日～31日（広報車による町内啓発広報）

◎サイレン吹鳴

12月26日～30日　午後8時

◎歳末特別警戒運動期間

12月26日～30日

（消防車による町内巡視

午後8時～午後10時）

住宅用火災警報器を設置しましょう

※気象状況などにより変更する場合があります。

通報時には、住所・氏名・電話番号等を通信指令員に

必ずお伝えください。

※ 緊急の消防車、救急車の要請は一般電話ではなく

「119番」で通報してください。

☆災害の場所などを知りたい方は、災害案内をご利用く

ださい。ただし、災害発生場所の詳細及び救急出動な

どは、お答えできませんのでご了承ください。

※一般業務は今までと同じく津別消防署†76－2189です

12月15日から津別町の「119番通報」が
美幌消防署通信指令室につながります。

国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現

を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本年金

機構」として生まれ変わります。

現在あるお近くの社会保険事務所は、新に「年金事務

所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口として

引き続きご利用いただけます。また、「年金事務所」は、

現在ある社会保険事務所の建物をそのまま使用しますの

で、所在地に変更はありません。

日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務

を引き継いで行うこととなりますが、公的年金制度は、

国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を

持つことについては、これまでと変わりません。

「北海道総合振興局及び振興局の設置に関する条例」

の施行に伴い、「北海道網走支庁」の名称が平成22

年４月１日から「北海道オホーツク総合振興局」に

変わります。

総合振興局が担う「広域事務」の具体的な内容に

ついては、市町村の意見を伺いながら別に定めます。

（網走支庁は広域事務の移行対象ではありません。）

なお、所在地や電話番号は現行どおりです。

条例の内容や支庁制度改革の詳細については、下記の

ホームページをご覧ください。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/cks/shichou/shichoutop.htm

平成22年４月１日から「網走支庁」が「オホーツク総合振興局」に！！

網走支庁では、12月、３月の各月を「滞納処分強化

月間」として道税の滞納整理に取り組んでいます。12

月は、自動車税、個人事業税及び不動産取得税などの

道税全てについて滞納整理を進めることとしており、

給与・預貯金・動産・自動車などの差押さえを行いま

す。まだ、納税がお済みでない方は大至急納税してく

ださい。納税についてのご相談は、網走支庁税務課納

税相談窓口へお願いします。道税の納税には、手続き

が簡単で便利な口座振替がご利用できます。

連絡・問い合わせ先

網走支庁地域振興部税務課納税係　†0152－41－0616

道税ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim

網走支庁税務課ホームページ

http://www.abashiri.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim

電話での災害案内が開始されます

災害案内　†72－0899

�
つべつ町

�

相
生
線
・
開
成
線

問
い
合
わ
せ
先

役
場
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ
町
営
バ
ス
担
当

†
76
｜

２
１
５
１
内
線
２
５
１

・
12
月
29
日
ま
で
平
常
運
行

・
１
月
１
日
は
全
便
運
休

・
12
月
30
日
、
31
日
、１
月
２
日
か
ら

４
日
ま
で
は
、
次
の
便
が
運
行
し
ま
す
。

【
相
生→

津
別→

北
見
】

相
生
発
北
見
行

午
前
８
時
50
分
（
津
別
発
は
、
午
前
９
時
30
分
）

相
生
発
北
見
行

午
後
０
時

（
津
別
発
は
、
午
後
０
時
35
分
）

津
別
発
北
見
行

午
後
３
時
50
分

相
生
発
北
見
行

午
後
５
時
　

（
津
別
発
は
、
午
後
５
時
40
分
）

【
北
見→

津
別→

相
生
】

津
別
発
相
生
行

午
前
８
時
12
分

北
見
発
津
別
行

午
前
11
時
50
分

北
見
発
相
生
行

午
後
１
時
30
分
（
津
別
発
は
、
午
後
２
時
25
分
）

北
見
発
相
生
行

午
後
４
時
55
分
（
津
別
発
は
、
午
後
５
時
50
分
）

北
見
発
津
別
行

午
後
６
時
45
分

・
１
月
５
日
か
ら
平
常
運
行
し
ま
す
。

・
12
月
29
日
ま
で
平
常
運
行

・
12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
全
便
運
休
し
ま
す
。

・
１
月
５
日
か
ら
は
平
常
運
行
し
ま
す
。

二
又
線
・
上
里
線

歳末火災防止特別警戒運動

平成20年12月１日に改正石綿救済法が施行され、石

綿関連疾患で死亡した労働者の遺族からの請求期限が

平成24年３月27日まで延長となっています。
石綿による疾病については、発症までの期間が長く、

労働者、医師双方において、石綿ばく露と発症した疾

病との関連に意識がないまま、労災請求等に及んでい

ない場合があります。次の疾病は石綿との関連が明ら

かな疾病として認定されています。

◎石綿肺　◎良性石綿胸水　◎肺がん
◎中皮種　◎びまん性胸膜肥厚

詳しくは下記まで問い合わせ下さい。

・北見労働基準監督署　†0157－23－7406

・厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

「厚生年金」喪失の方へ

�
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�

�

�

年
末
年
始
の
各
病
院
の
診
療
日

�

�

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

▼冬期間に失業される方へ

仕事の都合で冬期間に失業される方は、

厚生年金の加入資格がなくなります。

そのため次のとおり資格の変更が必要

となります。

○本人（60歳未満）

２号（厚生年金等）⇒１号被保険者

○扶養配偶者

３号⇒１号被保険者

▼必ず届け出をしてください

手続きに必要な書類は次のとおりです。

①離職したことを証する書類　

②年金手帳　

③印鑑

これらを持参し、役場戸籍年金担当の

窓口に届け出をお願いします。

なお、国民年金保険料の免除申請をさ

れる方は、離職票または雇用保険受給資

格者証も必要になります。

この届け出がされないと将来の年金受

給資格を失う場合もあります。忘れずに

届け出をしてください。

年
末
年
始
の
町
有
施
設
、
各
種

業
務
は
、
次
の
通
り
お
休
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い
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し
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。（
施
設
は
休
館
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を
含
み

ま
す
。）
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中
央
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館
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室
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30
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農
業
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レ
ー
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セ
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ー
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月
30
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日
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で
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民
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館
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館
中
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月
30
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ま
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
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月
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地
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月
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か
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１
月
４
日
ま
で

木
材
工
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月
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日
か
ら
１
月
５
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ま
で

公
衆
浴
場
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月
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は
正
午
〜
午
後
４
時

ま
で
営
業

１
月
１
日
〜

１
月
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日
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休
業

１
月
５
日
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通
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営
業

ゴ
ミ
収
集

12
月
31
日
か
ら
１
月
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ま
で

こ
の
期
間
が
収
集
日
と
な
っ
て

い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
収

集
日
ま
で
ゴ
ミ
を
ご
家
庭
で
保

管
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
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生
ゴ
ミ
の
直
接
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入

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
は
直
接

搬
入
の
指
定
日
に
な
っ
て
い
ま

す
が
１
月
１
日
（
金
）
は
休
み

の
た
め
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
業
務

冬
期
間
の
上
下
水
道
凍
結
は
直

接
業
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、年
末
年
始
は
次
の
業
者
が

担
当
し
ま
す
。
１
月
１
日
は
業

者
も
休
み
と
な
り
ま
す
。

・
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月
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日
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株
）土
田
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社

†
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５
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０
９

年末年始の各病院の診療日

「○」は全日診療、「△」は午前診療 、「×」は休診（全日休診）、「当番」は在宅当番病院、「救」は救急病院

講　師：林　美香子

（エコライフジャーナリスト・慶應義塾大学

教授・元ＳＴＶアナウンサー）

日　時：12月８日（火）午後６時30分

場　所：中央公民館

主　催：地域再生プロジェクト推進協議会

問い合わせ先 役場　地域振興グループ　内線238

「おもてなしの心講演会」

今年は、平成11年６月に男女共同参画社会基本法が施行されてか

ら10年の節目にあたります。

この法律は、これまでの「男は外で仕事、女は家で家事」といっ

た性別による旧来の固定的な役割分担の考え方を変え、性別にかか

わりなく、互いに人権を尊重し、個性と能力を十分に発揮できる社

会を目指して定められました。

「男女平等参画社会」の実現には、女性だけではなく男性も働き方

を見直し、仕事と育児や介護、地域社会などあらゆる分野での活動

のバランス＝「仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）」を

図ることが大切です。

在宅の寝たきり老人、寝たきりの重度心身障害者及び寝

たきりの特定疾患患者の方を介護している方に対して、介

護の労をねぎらうことを目的として手当を支給しています。

手当を受けるには申請が必要です。該当すると思われる

方は、役場福祉担当まで問い合わせください。

問い合わせ先 役場福祉担当　† 76－2151 内線299

今年の栄養展では「食品の塩分について」の展示と「おすすめ減塩

味噌汁」「お手軽野菜料理」の試食を行います。自分の普段食べてい

る味噌汁は、濃いのか、丁度よいのか、是非試食で確認してみてくだ

さい。

また、野菜に豊富に含まれるカリウムは、取りすぎた塩分を排泄し

てくれます。お手軽野菜料理で食卓をすこし豊かにしてみませんか？

▽展　示

日　時 12月１日（火）～６日（日）午前９時～午後10時まで

場　所 中央公民館ロビー

▽味噌汁・野菜料理（２品）の試食

日　時 12月６日（日） 午前11時～12時頃まで

場　所 中央公民館ロビー

問い合わせ先 津別町役場健康医療グループ　栄養士武田

†76－2151 内線232

平成22年１月26日に網走総合福祉センター、１月27日に北見市

総合福祉センターで巡回相談が行われます。希望される方は、12月

７日（月）までに役場の福祉担当（１階11番窓口）までご連絡下さい。

相談対象者

・18歳以上の身体障害者で電動車いす等の直接

判定を要する補装具の交付を希望する方

・18歳以上の知的障害者で療育手帳の新規又は

再判定を希望する方

・その他、専門的判定を必要とする方

問い合わせ先 役場　保健福祉課介護福祉グループ福祉担当

†76－2151 内線233

地上アナログ波でのテレビ受信は平成

23年７月24日で終了するため、今年、

ＮＨＫと民間放送局によって津別中継局

の地上デジタル波整備工事を行っていま

したが、11月20日から試験放送を開始

しています。

試験放送なので、機器調整のため、電

波を停止する場合もありますのでご承知

願います

12月中には正式に運用が開始される

予定です。

デジタル放送を見るためには、地デジ

対応テレビで見るか、アナログテレビの

場合はチューナーが必要となります。

問い合わせ先 役場総務課管財グループ

†76－2151 内線210


